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【１８７５年（明治８年）】 

 ５・   県庁に学務課設置 

  

【１９１５年（大正４年）】 

 ８・１８ 第１回全国中等学校優勝野球大会に和歌山中学が出場 

 ８・２２ 大毎主催第２回海上１０マイル遠泳大会に池田英雄（和中）優勝 

 ９・１５ 内務・文部両省が青年団の設置を奨励する訓令を発布 

  

【１９１６年（大正５年）】 

 １・２７ 県知事が青年会網領の訓令を発布 

  

【１９１８年（大正７年）】 

 ５・３  内務・文部両省が青年の身体鍛練と体力増進を図るよう訓令を発布 

  

【１９１９年（大正８年）】 

 ８・２３ 帝国水友会主催全国競泳大会（鳴尾）で和中が優勝 

  

【１９２０年（大正９年）】 

  ・   第２回全国中等学校相撲大会で和歌山商業学校が優勝 

  

【１９２１年（大正１０年）】 

 ８・１２ 県知事が社会教育事業要目の訓令を発布 

 ８・１８ 第７回全国中等学校優勝野球大会で和中が初優勝 

  

【１９２２年（大正１１年）】 

 ８・１８ 第８回全国中等学校優勝野球大会で和中が二年連続優勝 

 １２・２ 摂政宮殿下（現天皇）が和中校庭に御成りになり野球紅白試合を御観戦 

  

【１９２３年（大正１２年）】 

 ６・１１ 和歌山県柔道有段者会が発足 

 ６・２５ 和歌山県青年団が創立（団長佐野義文県知事） 

 ８・２０ 第９回全国中等学校優勝野球大会で和中が準優勝 

  



【１９２４（大正１３年）】 

１０・３０ 第１回明治神宮競技大会が内務省の主催で開催、本県からは陸上、剣道、 

      角力、柔道、中等野球の部に参加 

  

【１９２５年（大正１４年）】 

 ４・   Ｗ・Ａ・Ｃ（和歌山アスレティククラブ）が発足（県陸上競技協会の前身） 

１０・２８ 第２回明治神宮競技大会開催 

  

【１９２６年（大正１５年）】 

 ４・   和歌山県中等学校体育指導者連盟創立 

１０・２９ 第３回明治神宮体育大会が明治神宮体育会の主催に変る。相撲（和歌山師範） 

      中等学校野球（和中）橋本静子（陸上・五十メートル、三段とび・日方高女） 

      が優勝 

  ・   和歌山蹴球協会発足 

  ・   和歌山水泳協会発足 

  

【１９２７年（昭和２年）】 

 ４・   春の選抜中等学校野球大会で和中が優勝しアメリカ遠征 

１０・２８ 第４回明治神宮体育大会開催 

  

【１９２８年（昭和３年）】 

 ５・６  日本女子オリンピック大会が大毎主催で開催され、楠見泰子（吹上小） 

      五十メートルに優勝 

 ６・   和歌山陸上競技協会発足（会長・西田郁平） 

１０・１５ 第一回県下小学生陸上競技大会を吹上青年会の主催で開催 

      全日本陸上競技選手権大会で日方高女が四百メートルリレーで優勝 

  

【１９２９年（昭和４年）】 

 ８・３０ 第１５回全国中等学校優勝野球大会で海草中が準優勝 

１０・２７ 第５回明治神宮体育大会で陸上競技五千メートル・北本正路（慶大） 

      棒高とび・西田修平（早大）、女子八百メートル・山本貞子（粉河高女） 

      三段とび・中野重子（日方高女）、剣道在郷軍人軍刀術・鈴木克巳、女子競泳 

      百メートル背泳・守岡初子（妙寺小）二百メートル平泳・前畑秀子（橋本小） 

      が優勝 

１１・２７ 文部省に体育運動審議会を設置 

  



【１９３０年（昭和５年）】 

 ５・１０ 日本女子オリンピック大会で走幅とび・大畑フミ子（吹上小）、六十メートル・ 

      花井隆子（吹上小）が優勝 

 ８・８  地方体育運動職員制を公布 

  ・   全日本陸上競技選手権大会で粉河高女が四百メートルリレーに優勝 

  

【１９３１年（昭和６年）】 

 ４・２４ 尾城丑太郎氏を県体育主事に嘱託 

 ７・６  県中等学校長会が開催され、県体育協会設立について協議 

１０・２７ 第６回明治神宮体育大会で陸上競技五千メートル・北本正路（慶大） 

      棒高とび・西田修平（早大）、女子競泳二百メートル・四百メートル守岡初子 

      （茨木）、二百メートル平泳・前畑秀子（椙山第二高女）、相撲中等学校団体・ 

      和歌山商業、個人・岸辺俊一（和歌山工業）が優勝 

  ・   第１３回全国中等学校相撲大会で和歌山商業が優勝 

  

【１９３２年（昭和７年）】 

 ３・２８  野球統制に関する訓令公布 

 ６・９  和歌山県体育協会創立（会長連修県学務部長） 

 ７・３０ 第１０回オリンピック・ロスアンゼルス大会に本県から西田修平、北本正路、 

      竹中正一郎（以上陸上）、前畑秀子、小島一枝、守岡初子（以上水泳）が出場 

１０・１５ 日本女子オリンピック大会でハードル競技・磯野幸子（吹上小）が新記録で 

      優勝 

１１・２７ 第１回県下教員庭球大会が県体育協会の主催で開催 

  

【１９３３年（昭和８年）】 

 ３・   市町村に社会教育委員を設置 

 ７・２９ 日本女子オリンピック大会で八十メートルハードル・西本章子（吹上小） 

      六十メートル・戸田恵美（吹上小）が優勝 

 ８・   ラジオ体操が各市町村長の主催により実施 

１０・２７ 第７回明治神宮体育大会で陸上競技男子一般五千メートル・須佐藤太 

      （和歌山青年）、棒高とび・西田修平（早大）、青年団一万メートル・ 

      須佐藤太（和歌山）、水上競技新人男子四百メートル・島本信義（和歌山）が 

      優勝 

 

 

 



【１９３５年（昭和１０年）】 

１０・２９ 第８回明治神宮体育大会で陸上競技棒高とび・西田修平（早大）、女子競泳 

      四百メートル・守岡初子（茨木水泳）、二百メートル平泳・前畑秀子（椙山女） 

      が優勝 

  

【１９３６年（昭和１１年）】 

 ８・１  第１１回オリンピック・ベルリン大会に西田修平、植野登（以上陸上）、 

      前畑秀子、小島一枝、守岡初子（以上水泳）が参加、前畑秀子が 

      二百メートル平泳で優勝 

  

【１９３７年（昭和１２年）】 

１０・２８ 第９回明治神宮体育大会で相撲青年団の部団体で優勝、中等学校野球の部で 

      海草中は準優勝 

  

【１９３８年（昭和１３年）】 

 ７・１５ 第１２回東京オリンピック大会の開催返上を決定 

  

【１９３９年（昭和１４年）】 

 ８・   文部省が学生の運動競技会を休日以外に開催を禁止の通達 

 ８・   全国中等学校優勝野球大会で海草中が優勝 

１０・１  体力章検定実施開始 

１０・２９ 和歌山県アマチュア自転車競技連盟発足 

１０・２９ 第１０回明治神宮国民体育大会が厚生省主催となる。陸上競技四百メートル・ 

      三木重雄（和高商）、中等学校野球・海草中、水上競技男子中等学校 

      百メートル・牧野兵庫、百メートル背泳・鳥居高雄、八百メートルリレー、 

      三百メートルメドレーリレーが優勝 

  

【１９４０年（昭和１５年）】 

 １・   県学務部に社会教育課を設置 

 ３・１５ 和歌山中学ボート部が遭難 

 ８・１９ 全国中等学校優勝野球大会で海草中学が二年連続優勝 

１０・２７ 紀元二千六百年奉祝第１１回明治神宮国民体育大会の中等学校野球で 

      海草中学が二年連続優勝 

 

 

 



【１９４１年（昭和１６年）】 

 ４・１  和歌山県籠球連盟発足 

１０・３１ 第１２回明治神宮国民体育大会の中等学校野球で海草中学が三年連続優勝 

  

【１９４２年（昭和１７年）】 

 ４・８  大日本体育協会が大日本体育会に改称（戦時色強まる） 

 ７・１２ 全国中等学校野球大会終止を発表 

１０・２９ 第１３回明治神宮国民錬成大会に改称、厚生省主催となる。中等学校野球で 

      海草中学が四年連続優勝、海洋競技男子中等学校団体長距離競泳・和歌山 

      中学、水上競技男子中等学校四百メートル・八百メートル・村山修一、 

      同八百メートルリレー・和歌山チームが優勝 

  

【１９４３年（昭和１８年）】 

 ８・２１ 第１４回明治神宮国民錬成大会夏季大会が開催され、秋季大会は地方別に 

      開催され、神宮大会はこの年で休止 

 ９・１  女子体力章検定を開始 

 ９・２４ 学徒体育大会を一切禁止 

１１・１１ 武道章検定を開始 

  

【１９４４年（昭和１９年）】 

 ４・１  文部省に学徒動員本部を設置 

１１・１３ プロ野球中止 

  

【１９４５年（昭和２０年）】 

 ８・１５ 太平洋戦争終結 

      柔道・剣道禁止される。 

  

【１９４６年（昭和２１年）】 

 ４・１  和歌山県卓球協会発足 

 ４・１  和歌山県庭球協会発足 

 ４・   和歌山県学生相撲振興会発足 

 ４・   和歌山県バレーボール協会発足 

 ５・   和歌山県軟式野球連盟発足 

 ６・２１ 和歌山県体育協会再建 

 ９・   和歌山蹴球協会再建 

 ９・２２ 第１回県体育大会兼第１回国民体育大会県予選会を開催 



１０・   和歌山県綜合運動場建設委員会発足 

１１・１  第１回国民体育大会が京都市を中心に京阪神地区で開催 

  

【１９４７年（昭和２２年）】 

 ９・   綜合運動場竣工記念体育大会を開催（主催・県体育協会） 

１０・３０ 第２回国体（石川県）開催、水泳教職員百メートル自由形・池田岩夫、 

      女子中等学校団体徒手体操で優勝 

１１・   県体育協会に地域や学校団体が加入 

１２・２７ 和歌山県運動用具配給委員会を設置（委員長・村上五郎） 

  

【１９４８年（昭和２３年）】 

 ５・１０ 県教育部に体育課設置 

１０・２９ 第３回国体（福岡県）開催 

      ヨット競技国際単一型Ａ級１２呎・吉村憲治が優勝 

１１・１  教育委員会制度発足 

  

【１９４９年（昭和２４年）】 

 ４・   和歌山県柔道連盟発足 

  ・   県営グラウンドが旧二四部隊跡に竣工 

１０・３０ 第４回国体（東京都）開催 

      軟式庭球高校男子団体が優勝 

１２・   和歌山県バドミントン協会発足 

  

【１９５０年（昭和２５年）】 

 ９・１５ 第１回県民総合体育大会を開催 

      マスゲームの部、県民体育祭の部、国体予選の部を実施 

  ・   全日本学生ヨット選手権大会を和歌浦湾で開催 

１０・２８ 第５回国体（愛知県）開催 

      陸上競技四百メートル・的場諄吉が優勝 

  

【１９５１年（昭和２６年）】 

 ３・４  第１回アジア競技大会（ニューデリー）開催 

 ８・２  第５回全国レクリエーション大会を高野山で開催 

１０・２７ 第６回国体（広島県）開催 

      陸上競技男子２０才以下・やり投・楠見宣伸、水泳女子四百メートル・ 

      田村美佐子、三百メートルメドレーリレーで優勝 



  

【１９５２年（昭和２７年）】 

 ３・   県体育振興委員会設置 

 ４・   県営野球場が向ノ芝に完成 

 ４・１  和歌山県剣道連盟発足 

  ・   和歌山県スキー連盟発足 

 ７・１９ 第１５回オリンピック・ヘルシンキ大会に本県から橋爪四郎、田村美佐子、 

      青木政代（以上水泳）、的場諄吉（陸上）が出場 

１０・１９ 第７回国体（東北３県）開催 

      水泳二百メートル平泳・古川勝、女子百メートル・四百メートル・ 

      田村美佐子、百メートル背泳・森前みどり、陸上五千メートル・大西増夫が 

      優勝 

  

【１９５３年（昭和２８年）】 

 ４・１  県体育振興委員会を県体育保健審議会に改称 

 ４・１  県教育委員会に保健体育課設置（課長衣笠一二）される。 

 ７・１８ 有田・日高地方大水害 

 ９・   県営総合グラウンドが向ノ芝に完成 

１０・１９ 第８回国体（四国４県）開催 

      水泳高校男子四百メートル自由形・金谷邪弘、二百メートル平泳・古川勝、 

      三百メートルメドレーリレー・女子二百メートル平泳・青木政代、 

      百メートル背泳・森前みどり、相撲高校団体、陸上青年砲丸投・森田健嗣が 

      優勝 

  

【１９５４年（昭和２９年）】 

 ４・８  和歌山県オリンピック後援会発足（会長・小野真次） 

 ５・１  第２回アジア競技大会（マニラ）開催、本県から古川勝、田村美佐子、 

      青木政代、森前みどり、浦畑チヅ子（以上水泳）、宮部修（水球） 

 ８・２２ 第９回国体（北海道）開催、相撲高校団体、個人・中尾三郎が優勝 

  

【１９５５年（昭和３０年）】 

  ・   和歌山県アマチュアボクシング連盟発足 

  ・   天皇杯争奪全国軟式野球大会、和歌山市で開催 

１０・３０ 第１０回国体（神奈川県）開催 

      水泳女子二百メートル平泳・高松好子、陸上競技男子砲丸投・森田健嗣が 

      優勝 



  

【１９５６年（昭和３１年）】 

 ８・１１ 西田郁平会長が逝去 

 ９・   大新公園に５０メートルプール完成 

１０・３０ 第１１回国体（兵庫県）開催、陸上競技男子やり投・三木孝志、 

      水泳男子八百メートルリレー、女子二百メートル平泳・高松好子が優勝 

１１・２２ 第１６回オリンピック・メルボルン大会に本県から古川勝（二百メートル 

      平泳優勝）大高幸子（水泳）中尾三郎（レスリング）が出場 

  

【１９５７年（昭和３２年）】 

 ４・２５ 体育指導委員制度発足 

１０・２６ 第１２回国体（静岡県）開催、陸上競技高校男子百メートル・蒲田勝、 

      高校女子走幅とび・田端ふみ、相撲高校団体が優勝 

  

【１９５８年（昭和３３年）】 

 ５・２０ 石川出が県体育協会長に就任 

 ５・２４ 第３回アジア競技大会東京で開催、本県から蒲田勝（陸上）、古川勝、 

      青木政代、高松好子、寺垣内達代（以上水泳）が出場 

１０・１９ 第１３回国体（富山県）開催、陸上競技高校男子百メートル・蒲田勝、 

      相撲青年個人・宮本正憲が優勝 

  ・   和歌山県体育指導委員連盟発足 

  ・   第１回県民体育振興郡市大会開催（昭和３９年まで続く） 

  

【１９５９年（昭和３４年）】 

 ５・１７ 和歌山県ユースホステル協会発足 

 ５・   東京オリンピック開催決定 

１０・２５ 第１４回国体（東京都）開催 

      陸上競技女子走高とび・大森敏江が優勝 

  

【１９６０年（昭和３５年）】 

 ６・   和歌山県クレー射撃協会発足 

 ８・２５ 第１７回オリンピック・ローマ大会に本県から中坊昌美、高松好子（水泳） 

      が出場 

１０・２３ 第１５回国体（熊本県）開催、水泳高校男子四百メートル・藤田昌計が優勝 

 

 



【１９６１年（昭和３６年）】 

 ３・   県営相撲場が雄湊公園に完成 

 ６・１６ スポーツ振興法公布 

１０・８ 第１６回国体（秋田県）開催 

  

【１９６２年（昭和３７年）】 

 ３・   和歌山県銃剣道連盟発足 

 ４・２  和歌山県スポーツ振興審議会条例公布 

 ６・２３ 日本体育協会にスポーツ少年団発足 

 ８・１  和歌山県ウエイトリフティング協会発足 

 ８・２４ 第４回アジア競技大会（ジャカルタ）開催、本県から三木孝志（陸上やり投・ 

       優勝）、青木幸子、中坊昌美（以上水泳）が出場 

１０・２１ 第１７回国体（岡山県）開催、水泳教員の部総合優勝 

  

【１９６３年（昭和３８年）】 

 １・２５ 第１回和歌山県スポーツ振興審議会開催、昭和４３年度国体の誘致を議決 

 ６・７  大橋正雄副知事が県体育協会長に就任 

 ６・７  和歌山県スポーツ少年団本部発足 

 ７・４  和歌山県体育協会選手強化対策委員会発足 

 ９・１０ 和歌山県職場スポーツ懇話会発足（県職体連の前身） 

１０・２７ 第１８回国体（山口県）開催 

１２・   紀三井寺運動公園庭球場、球技場完成 

  ・   和歌山県ライフル射撃協会発足 

 

【１９６４年（昭和３９年）】 

 ２・１７ 和歌山県職場体育連盟発足 

 ３・   県立体育館が向ノ芝に完成 

 ５・１９ 紀三井寺運動公園陸上競技場完成 

 ６・６  第１９回国体（新潟県）開催、陸上競技高校やり投げ・大野善啓（田辺高）、 

      相撲青年男子が優勝 

 ６・２７ 国民体育大会和歌山県誘置委員会発足 

 ９・２６ 東京オリンピック聖火リレー本県通過 

１０・１０ 第１８回オリンピック東京大会開催 

      本県から早田卓次（体操団体・個人吊輪優勝）、三木孝志、蒲田勝（陸上）、 

      吉村実（ホッケー）、宮本恵美子（バレーボール優勝）、開健次郎 

      （レスリング）が出場 



１２・１７ オリンピック東京大会体操競技優勝記念実演会を和歌山市で開催 

  

【１９６５年（昭和４０年）】 

 １・３０ 県強化コーチ中央コーチ団研修会を和歌山市花山の見真寮で開催 

 ２・１３ 西牟婁郡体育協会発足 

 ３・   紀三井寺運動公園に野球場完成 

 ５・２７ 和歌山県アマチュアレスリング協会発足 

 ８・１０ 日高地方体育協会発足 

 ８・２９ 第１回県民総合体育大会が紀三井寺運動公園で開催 

１０・１  体力つくり国民会議和歌山県協議会発足 

１０・２４ 第２０回国体（岐阜県）開催、陸上百メートル・四至本晴夫、体操鞍馬・ 

      小宮清が優勝 

１１・２４ 第１回全国職場スポーツ研究協議会を白浜町で開催 

  

【１９６６年（昭和４１年）】 

 ３・２  社団法人和歌山県体育協会設立発起人会を開催 

 ３・３１ 社団法人和歌山県体育協会発足 

 ５・   秋葉山県民水泳場が完成 

 ６・   和歌山県ボウリング連盟発足 

 ７・１３ 新宮・東牟婁体育協会発足 

 ８・２  和歌山県フェンシング協会発足 

 ８・２１ 第２回県民総合体育大会開催 

 ８・２４ 有田郡体育協会発足 

 ９・１  秋葉山プール開設記念シンクロナイズドスイミング公演会開催 

１０・２３ 第２１回国体（大分県）開催、相撲一般の部個人・野見典展優勝 

１１・２７ 第１回近畿サイクルロードレース大会を有田市で開催 

１２・９  第５回アジア競技大会（バンコック）開催、本県から三島恭代（陸上）、 

      吉村実（ホッケー）が出場 

  

【１９６７年（昭和４２年）】 

 ５・１９ 藤田利雄理事長辞任、戸村敏雄理事長就任 

 ６・９  日ソ親善柔道大会を和歌山市で開催 

 ６・１４ 和歌山県スケート連盟発足 

 ６・２１ 和歌山県国体局発足 

 ７・４  第２６回国民体育大会の和歌山県開催が内定 

 ７・２９ オリンピック記念和歌山県クレー射撃場が岩出町に竣工 



 ８・２  全国高校ハンドボール大会を和歌山市で開催 

 ８・２３ 全国勤労者水泳大会を秋葉山プールで開催 

 ９・２  第３回県民総合体育大会（夏季大会）開催 

１０・２２ 第２２回国体（埼玉県）開催、弓道一般女子近的、相撲一般の部、 

      ライフル射撃ＳＢＰ・渡辺健が優勝 

１１・２６ 第３回県民総合体育大会兼第１０回県民登山大会を開催 

  

【１９６８年（昭和４３年）】 

 ３・２  那賀郡体育協会発足 

 ３・１５ 和歌山県民スポーツの歌制定 

 ７・４  第２６回国民体育大会の和歌山県開催が決定 

 ８・２５ 第４回県民総合体育大会（夏季大会）開催 

 ９・１０ 第２６回国民体育大会和歌山県実行委員会発足 

１０・１２ 第１９回オリンピックメキシコ大会に本県から、早田卓次（体操団体総合 

      優勝）、丸谷里志、川西繁子（水泳）、開健次郎（レスリング）、吉村実 

      （ホッケー）が出場 

１０・２６ 第４回県民総合体育大会を明治百年祭行事の一環として開催 

１０・１  第２３回国体（福井県）開催、レスリング・加藤隆三、ライフル射撃・ 

      九鬼芳彦が優勝 

  

【１９６９年（昭和４４年）】 

 ２・３０ 南紀青少年スポーツセンターが田辺市に完成 

 ６・   県立青少年海洋訓練所が新和歌浦に完成 

 ７・   県立武道館が和歌浦に完成 

 ７・３  文部省が児童生徒の対外運動競技基準を通達 

 ８・１０ 第５回県民総合体育大会を田辺市を中心に開催 

１０・２６ 第２４回国体（長崎県）開催、陸上競技女子砲丸投・早崎貴子、 

      八百メートル・三嶋恭代、男子百十メートルハードル・中谷隆哉、 

      自転車スクラッチレース・山下文男が優勝 

  

【１９７０年（昭和４５年）】 

 ７・５  県体協機関誌「黒潮」第１号発刊 

 ７・２６ 第６回県民総合体育大会（夏季大会）開催 

 ８・１  昭和４５年度全国高等学校総合体育大会本県を中心に開催 

 ８・４  第４回日米高校柔道親善大会を県立体育館で開催 

 ８・１８ 第２２回全日本総合ハンドボール選手権大会を打田町で開催 



 ８・２０ 第４０回全日本アマチュアボクシング選手権大会を有田市で開催 

 ８・２１ 第１２回全日本実業団ホッケー選手権大会を有田市で開催 

 ８・２８ 全日本大学自転車競技選手権大会を和歌山市で開催 

 ８・３０ 第１４回高松宮賜杯全日本軟式野球大会を田辺市で開催 

 ９・５  第６回県民総合体育大会（秋季大会）開催 

１０・１０ 第２５回国体（岩手県）開催、水泳・石橋保章、宮脇純治、青年男子 

      四百メートルメドレーリレー、陸上競技・鈴木憲二、中谷隆哉、レスリング・ 

      田端英夫、矢田静雄、剣道・教員男子、ソフトボール高校女子・笠田高校 

      チームが優勝 

１２・   県立室内プールが下津町に完成 

１２・９  第６回アジア競技大会（バンコック）開催、本県から有働徹、丸谷里志、 

      川西繁子、井口妙、沢正次郎（以上水泳・全員金メダルを獲得）、横山邦彦 

      （バスケット）谷公市、矢田静雄（以上レスリング）が出場 

  

【１９７１年（昭和４６年）】 

 １・２３ 第２６回国体スケート競技会（青森県）に選手派遣 

 ２・１９ 第２６回国体スキー競技会（秋田県）に本県初参加 

 ５・１  全日本フィン級ヨット選手権大会を和歌浦湾で開催 

 ６・５  第７回県民総合体育大会開催 

 ７・１７ 第２１回全日本社会人実業団漕艇選手権大会を紀の川で開催 

 ９・５  第２６回国体（黒潮国体）夏季大会開催（５－８日）、水泳競技総合優勝 

１０・２４ 第２６回国体（黒潮国体）秋季大会開催（２４－２９日）、体操、 

      ハンドボール、軟式庭球、軟式野球、相撲、馬術、柔道、ソフトボール、 

      フェンシングが総合優勝。男女総合（天皇杯）成績第１位 

１１・６  第７回全国身体障害者スポーツ大会を紀三井寺運動公園を中心に開催 

  

【１９７２年（昭和４７年）】 

 ５・１  県体協主催第１期スポーツ教室開設 

 ７・２０ 黒潮国体タイムカプセルを紀三井寺運動公園に埋設 

 ７・２９ 第２６回全国都市対抗三競技大会を和歌山市（卓球）日置川町（庭球） 

      かつらぎ町（軟式庭球）で開催 

 ８・２６ 第２０回オリンピックミュンヘン大会に本県から、岡村輝一（体操）、 

      川西繁子、久保たえ子（水泳）、谷公市、矢田静夫（レスリング）、野田豊和 

      （柔道・優勝）、横山邦彦（バスケットボール）が出場 

 ９・３  黒潮国体一周年記念県民総参加スポーツ大会兼第８回県民総合体育大会 

      （夏季大会）開催 



１０・８  黒潮国体一周年記念県民総参加スポーツ大会兼第８回県民総合体育大会 

      （秋季大会）開催 

１０・１８ 第２７回国体旗リレー出発式並びに旗リレー（県庁前－孝子峠） 

１０・２２ 第２７回国体（鹿児島県）開催、ソフトボール総合優勝、体操・一般男子・ 

      一般女子、レスリング・一般フリースタイル、ソフトボール・高校女子、 

      バドミントン・教員男子、剣道・教員男子、ライフル射撃・ＣＰ・２３ｍの 

      各種別優勝、個人では、陸上競技・林慎一、水泳・所賢一、石橋保障、 

      沢正治郎、青年男子四百メートルメドレーリレー・土田静子が優勝 

  

【１９７３年（昭和４８年）】 

 ５・３  本土復帰記念沖縄特別国民体育大会開催、バレーボール教員男子が優勝 

 ６・２  海草郡体育協会発足 

 ８・３  日本選手権水泳競技大会飛込競技会を秋葉山プールで開催 

１０・７  黒潮国体開催記念第２回県民総参加スポーツ大会兼第９回県民総合体育大会 

      開催 

１０・１４ 第２８回国体（千葉県）開催、相撲競技総合優勝、青年の部・教員の部・ 

      種別優勝、水泳・川西繁子、沢正次郎、吉田修三、丸田篤、青年男子 

      四百メートルメドレーリレー、体操・平島栄子、田中清子、菅原寛、 

      一般男子の部、陸上・松本一広、ライフル射撃・原勉、レスリング・ 

      矢田静夫、谷公市、児玉久雄、相撲・井手雅視、山崎博、加納徳蔵が優勝 

１１・４  第１回県下ママさんスポーツ大会を新宮市で開催 

  

【１９７４年（昭和４９年）】 

 ７・   河西県民プールが完成 

 ９・１  第７回アジア競技大会（テヘラン）開催、本県から中西俊二、酒井敦子 

      （以上水泳）、永広紀久（ホッケー）、中山竜二、菅原寛、堀出一夫 

      （以上体操）、横山邦彦（バスケット）が出場 

 ９・１３ 和歌山県婦人スポーツ連盟第１回発起人会を開催 

 ９・１６ 黒潮国体開催記念第３回県民総参加スポーツ大会兼第１０回県民総合体育 

      大会開催（９月２日の予定が台風のため２週間延期） 

１０・２０ 第２９回国体（茨城県）開催、水泳・川西繁子、沢正治郎、 

      青男四百メートルメドレーリレー、体操・堀出一夫、菅原寛、 

      相撲・山崎博、加納徳蔵、教員の部・レスリング、矢田静雄、谷公市、 

      バドミントン教員の部で優勝 

１１・２３ 和歌山県日中友好青年の船に県体育協会加盟団体から１０名派遣 

１２・２２ 和歌山県なぎなた連盟発足 



  

【１９７５年（昭和５０年）】 

 １・９  和歌山県体力開発センター開館 

 １・１３ 県体力開発センター主催スポーツ教室開始 

 ３・１０ 和歌山県婦人スポーツ連盟発足 

 ３・１３ 和歌山県スポーツマンクラブ発足 

 ６・１  常陸宮賜杯第１１回全日本準硬式野球大会を和歌山市で開催 

 ８・３１ 第４回県民総参加スポーツ大会兼第１１回県民総合体育大会開催 

１０・４  大橋正雄会長（県知事）逝去 

１０・２２ 仮谷志良会長に就任（県副知事） 

１０・２６ 第３０回国体（三重県）開催、相撲成年男子、弓道少年男子が種別優勝、 

      陸上競技棒高跳・島津典男、レスリング・藤田芳弘、矢田静雄、柔道・ 

      教員の部、相撲・教員の部で優勝 

１２・３  第４回全日本４７０級ヨット選手権大会を和歌浦湾で開催 

  

【１９７６年（昭和５１年）】 

 ７・１７ 第２１回オリンピックモントリオール大会に本県から加治原由香里 

      （フェンシング）、西孝収（アーチェリー）、森脇由晃、高西一宏 

      （レスリング）が出場 

 ８・２１ 第２回全日本六人制バレーボールクラブカップ男子優勝大会を和歌山市で 

      開催 

 ８・２９ 第５回県民総参加スポーツ大会兼第１２回県民総合体育大会開催 

１０・２４ 第３１回国体（佐賀県）開催、天皇杯第８位入賞、ラグビーフットボール 

      総合優勝、柔道成年男子、レスリング成年男子、ラグビー成年男子、 

      ライフル射撃少年男女、自転車成年男子が種別優勝、レスリング・森脇由晃、 

      高西一宏、藤田芳弘、自転車・仁平義高、ライフル射撃・向山均、加藤一が 

      個人優勝 

１０・３１ 戸村敏雄理事長辞任 

１１・６  第３７回全日本女子ホッケー選手権大会を和歌山市で開催 

１１・１３ 杉山重利理事長に就任 

１１・１４ 第１回和歌山県職場スポーツ大会を和歌山市で開催 

  

【１９７７年（昭和５２年）】 

 ３・２７ 第１回和歌山県団地スポーツ大会を和歌山市で開催 

 ７・１  和歌山県スポーツマスターズバンク開催（３１種目・２７０人登録） 

 ８・２８ 第６回県民総参加スポーツ大会兼第１３回県民総合体育大会開催 



１０・２  第３２回国体（青森県）開催、天皇杯第８位入賞、体操・成年男子が種別 

      優勝、陸上・北道雄、レスリング・藤田芳弘、ウェイトリフティング・ 

      森本進、自転車・金谷和貞、柔道・教員の部、水泳・中島勝司が優勝 

１０・９  第３回剛柔会空手道全国選手権大会を和歌山市で開催 

  

【１９７８年（昭和５３年）】 

 １・５  第１回和歌山県スポーツ写真展を和歌山市で開催 

 １・２９ 第１回全国トリムマラソン和歌山大会を白浜町で開催 

 ２・１１ 第１回和歌山県ジュニアスポーツアカデミーを和歌山市で開催 

 ６・４  第２８回全日本実業団対抗柔道大会を和歌山市で開催 

 ６・１０ 第１回和歌山県少年スポーツクラブ技術水準向上対策事業を県下で実施 

      （１２競技） 

 ８・１９ 全日本九人制バレーボールクラブカップ男子優勝大会を和歌山市で開催 

 ８・２７ 第７回県民総参加スポーツ大会兼第１４回県民総合体育大会開催 

１０・１５ 第３３回国体（長野県）開催、天皇杯第５位入賞、柔道が総合優勝、 

      相撲成年男子、レスリング成年男子、自転車成年男子、体操成年男子、 

      フェンシング成年女子が種別優勝、陸上・吉田雅美、レスリング・森脇由晃、 

      松永清志、ライフル射撃・勢見月文久、水泳・川並泰三、中島勝司、 

      スケート・成年女子フィギュアの部が優勝 

１１・１  第３３回国体入賞祝賀会を開催 

１２・９  第８回アジア競技大会バンコクで開催、本県から北道雄（陸上）、広野良典 

      （バスケット）、福原広次、仁平義高（自転車、仁平チームロード、個人 

      ロードで優勝）、伊藤真知子（フェンシング）、岡村輝一、白石伸三、 

      梶谷信之（以上体操）、永広記久、沼勝任（以上ホッケー）、勢見月文久 

      （ライフル射撃優勝）、川並泰三（水泳）、山崎徳夫（レスリング）が出場 

  

【１９７９年（昭和５４年）】 

 ８・２  昭和５４年度全国高等学校総合体育大会（レスリング、相撲）を和歌山市で 

      開催 

 ８・１１ 第４回全日本少年少女ヨット大会を田辺市で開催 

 ８・１８ 全日本九人制バレーボールクラブカップ女子優勝大会 

 ８・２６ 第８回県民総参加スポーツ大会兼第１５回県民総合体育大会開催 

１０・１４ 第３４回国体（宮崎県）開催、水泳飛込、ヨット少年男子、 

      ホッケー成年男子が種別優勝、レスリング・山崎徳夫、中村文治、藤田芳弘、 

      自転車・類家信雄、丸山健二、四千メートル団体追抜、綾浩昌、相撲・ 

      教員の部、ライフル射撃・勢見月文久、水泳・川並泰三、中島勝司が優勝 



１２・１０ 杉山重利理事長辞任 

１２・２６ 浦井孝夫理事長辞任 

  

【１９８０年（昭和５５年）】 

 ５・１８ 第２回全日本女子事業団ホッケー選手権大会を和歌山市で開催 

 ８・１２ 第２９回近畿中学校総合体育大会を和歌山市で開催 

 ８・２４ 第９回県民総参加スポーツ大会兼第１６回県民総合体育大会開催 

１０・１２ 第３５回国体（栃木県）開催、ホッケー成年男子、体操成年男子が種別優勝、 

      レスリング・松永清志、自転車・蛯名隆、ライフル射撃・勢見月文久、 

      水泳・中島勝司、空手道・相坂敏美が優勝 

１０・２６ 高野竜神スカイライン開通並びに第２３回自然公園大会前年祭記念全国 

      トリム・マラソン大会を開催 

  

【１９８１年（昭和５６年）】 

 ３・４  和歌山県スポーツ指導者協議会設立 

 ５・３０ 昭和５６年度全日本エアライフル射撃選手権大会を県ライフル射撃場で開催 

 ８・２２ 第１回全日本バレーボールクラブカップ選手権大会６人制男子の部を御坊市 

      で開催 

 ８・２３ 黒潮国体開催１０周年記念県民総参加スポーツ大会兼第１７回県民総合体育 

      大会開催 

 

【１９９０年（平成２年）】 

  ９・    天皇賜杯第４５回全日本軟式野球大会を開催 

 １０・１３  第３回全国スポーツ・レクリエーションを県内４市１０町で開催 

 

【１９９７年（平成９年）】 

 「第２回全国アウトドアスポーツフェア」開催 

 

【１９９９年（平成１１年）】 

 「第３回全国マリンスポーツフェア」開催 

 

【２００２年（平成１４年）】 

 ２・１７  第１回市町村対抗ジュニア駅伝競走大会 

 ５・２１  日韓ワールドカップ出場のデンマークナショナルチームが和歌山市で 

       事前合宿 

 ８・３   第１３回世界少年野球大会和歌山大会を御坊市、田辺市、有田市、新宮市、 



      上富田町で開催 

 １１・  「きのくに広域スポーツセンター」を県体力開発センターに設置。 

      総合型クラブの育成支援活動を開始 

 

【２００３年（平成１５年）】 

 ９・１９  「日本スポーツマスターズ２００３」を県内３市５町で開催 

 １１・８   第４０回全国ユースラリー和歌山大会を高野町で開催 

 

【２００６年（平成１８年）】 

 １０・２８ 「ボールゲームフェスタｉｎ和歌山」を和歌山市で開催 

 

【２００７年（平成１９年）】 

 ３・１４   財団法人日本体育協会理事会において、第７０回国民体育大会開催申請 

       順序了解県（内々定）として承認される。 

 ４・１４  第１期ゴールデンキッズ認定証交付式及び開校式 

 

【２００８年（平成２０年）】 

 ４     屋外運動場芝生化促進事業開始 

 

【２００９年（平成２１年）】 

 ６・１１  「ジャパンオープン・荻村杯２００９国際卓球選手権和歌山大会」を 

            和歌山ビッグ・ホエールで開催 

 

【２０１０年（平成２２年）】 

 ６・２８  サッカーＪ１「ヴィッセル神戸」が紀三井寺陸上競技場で合宿 

 ７・７   財団法人日本体育協会理事会において、第７０回国民体育大会開催の内定 

           が承認される。 

 

【２０１１年（平成２３年）】 

 １・１７  サッカーＪ１「ヴァンフォーレ甲府」が紀三井寺陸上競技場で合宿 

 

【２０１２年（平成２４年）】 

 ２・１０  「サッカー日本女子代表候補合同合宿ｉｎ和歌山」を上富田町で受入 

 ４・１   本会が「公益社団法人」の認定を受ける。 

 ７・１１  財団法人日本体育協会理事会において、第７０回国民体育大会開催の決定 

       が承認される。同日、開催決定通知書が仁坂知事に手渡された。 



 ７・２７  第２２回世界少年野球大会和歌山大会を新宮市で開催 

 

【２０１３年（平成２５年）】 

 ３・３   ２０１３ラグビートップリーグオールスター「For all チャリティー 

       マッチ in 和歌山」を紀三井寺陸上競技場にて開催 

 ６・４   サッカーＪ１「ジュビロ磐田」が紀三井寺陸上競技場で合宿 

 

【２０１５年（平成２７年）】 

 ７・２８  全国高等学校総合体育大会開催 

 ８・８   陸上オーストラリア代表チームが和歌山市で世界陸上事前合宿 

 ９・２６  第７０回国民体育大会（紀の国わかやま国体）開催 

 １０・２４ 第１５回全国障害者スポーツ大会（紀の国わかやま大会）開催 

 

【２０１６年（平成２８年）】 

 ６・６   リオデジャネイロオリンピックに出場する競泳日本代表選手が秋葉山公園 

       県民水泳場で事前合宿 

  ６・１４  リオデジャネイロパラリンピックに出場する陸上日本代表選手が 

       田辺スポーツパークで事前合宿 

 

 


